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Summary 
St巴mblight of Chinese yam (Dioscorea japonica) occun'ed in Tosu， Saga prefecture in 1998.The 
sever巴damag巴dplants show巴dfoot blight and their succulent roots were cov巴redwith white mycelial 
cord and brown， granular sclerotia. A fungus was isolated from th巴diseasedroots and sclerotia. Isolates 
of the fungus formed white colonies with many na汀owmycelial strands in the aerial mycelia， and pro-
duced brown， subspherical sclerotia on an agar medium. Th巴sclerotiawere 0.8-1.9 mm indiamet巴rand 
consisted of brown rind， cortex and medulla. Cells of primary hyphae at advancing edg巴ofcolony of the 
isolates were up to 475μm long with clump connection at septum. Secondary hyphae arised just below 
the septum of the primary hyphae. The isolates could grow between 10-35
0
C and most rapidly at 25凶30
OC.Th巴symptomsof th巴diseasedChinese yam were reproduced by inoculation test and reisolated th巴111-
oculum successfully from the diseased plant. The fungus was id巴ntifiedas Sclerotium ro伊iSaccardo on 
the basis of the results above-m巴ntion巴d.We coined a name， southern blight of Chinese yam， which had 
never been reported. 
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緒言
ヤマノイモ (Dioscoreajαponica Thunb.)はヤマノイモ科に属する多年生のつる植物で，地下
に可食部となる長大な円柱状の多肉根を形成する.ヤマノイモは別名ジネンジョウとも呼ばれ，
従来，山野に自生しているものを採集し食用に供していた.本植物は稀少性があり，商品性が
高いことから珍重され，近年はその栽培化が試みられるようになった.佐賀県鳥栖市において
も本植物が栽培されるようになったが， 1998年7月，その栽培ヤマノイモに，地際茎部が褐変
化し，甚だしい場合には地上部全体が枯死する病害が発生した.このような被害株間辺の土壌
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表面および地下部に茶褐色の菌核が多数形成され，多肉根には白色の菌糸がまとわりついてい
るのが認められた.このような病徴や標徴は 160余種の楠物を鑓害可能な白絹病菌に酷似し
ているが，本商によるヤマノイモの発病例は，これまで報告されていない.そこで，曜病ヤマ
ノイモから分離した糸状菌の蘭学的特徴，原植物への接種による病徴の再現ならびに宿主範囲
について調査し，本菌の分類学的所属について検討したので，ここにその結果を報告する.な
お，本報告子の概要は平成1年度の日本植物病理学会九州部会において講演発表したへ
材料および方法
し菌の分離
1998年7月，佐賀県鳥橋市の農家闘場より採集した擢病ヤマノイモの多肉根(以下，イモ)
から菌の分離を定法により行った.催病イモ組織片を約 5mm角に切取り， 70%エタノールお
よび次亜鉛素直変ナトリウムに順次浸漬殺菌し，滅菌蒸留水中で洗浄した.これら組織片を
天培地上に置床し， 280C， 3日間培養した後，伸長した菌糸を単菌糸分離し，ショ糖加用ジャ
ガイモ煎汁培地 (PSA) [ジャガイモ200g，ショ糖20g，寒天20g，蒸留水11Jに移植した.
また，ヤマノイモ根表面に付着していた菌核からも同様の方法で菌を分離した.また，SclenフtlUm
ro約iの基準株としてダイズ白絹病菌を 2菌株供試した.菌株の採集地および年次は表1に示
す通りである.これら分離菌は PSA培地に植え継ぎ，室溢にて保存した.
表1 供試[!i¥i株
菌株 分離植物(部位) 採集地 採集5j"Fl
A-1 -1 ヤマノイモ(塊菜組織) 佐賀県鳥橋市 198{cf 7 J]
A-2 -1 ヤマノイモ(塊菜組織) 佐賀県鳥栖市 1998王こ7FJ
E-4 -1 ヤマノイモ(付着蔚核) 佐賀県鳥栖市 1998年7月
CR10l ダイズ 香川県善通寺市i1987年7月
CR125 ダイズ lU口県小野回市 1985年9月
2.分離菌の性状
分離}菌株を PSA培地に移植し，形成させた菌叢の外縁部を直径5mmのコルクポーラーで打
ち抜いた.この含菌糸寒天ディスクを直径 9cmシャーレ内の PSA平面培地の中央に量床した.
これを280Cの恒温器内に静置し， 3 ~30日後に菌叢の形状，菌糸の特酸 1 次菌糸の隔壁間距
離および太さ，菌核の形状観察および、直径の計測を行った.菌糸の隔壁間距離や太さの計測に
は接眼ミクロメーター付き顕微鏡を，また，菌核の計測にはノギスを用いた.菌核の内部組織
の観察は以下の方法で、行った.すなわち，菌核をホルマリン・エチルアルコール・酢酸国定液
No. で|詣定したのち n一フブ寺チルアルコ一ルシリ一ズで
れをミク口ト一ムで)厚享さl叩Oμ泊の切片とし，酸性フクシンとブアーストグリーンで2重染色し
て葡核内部組織を顕微鏡観察した.
3.分離菌株の生膏溝震範圏および適温
分離蕗株をブドー糖加用ジャガイモ煎汁王子板培地 (PDA) [ジャガイモ200g，ブドー糖20g，
寒天20g，蒸習7J'(1 1J上， 30oC，暗黒ドで5日間培養した菌叢の外縁部を直径6mmの滅菌ス
トローで打ち抜き，含繭糸寒天ディスクとした.これを直径9mmシャーレ内の PDA平板培地
中央に移植し， 5， 10， 15， 20， 22.5， 25， 27.5， 30， 35， 400Cの恒温器内で，暗黒下 2~
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3日間培養し，各シャーレの菌叢直桂を計測した.なお，培養王子核は 1菌株当たり 5枚ずつ用
いた.
4泊分離菌株の賠植物に対する接撞試験
議種には栽培農家が保存中の1998年産ヤマノイモと1998年8月に佐賀大学約属農場で採集し
た自生ヤマノイモを用いた.この多肉根(以下，麓イモ)を土壌中から掘り起こし，自然乾燥
後40Cに保存して種イモとした.この種イモをベンレート水和剤500倍液に45分開浸潰した後，
室温で3日間乾燥させた.これを保湿状態にしたパーミキュライト中に埋め込み，暗黒の案温
下で11日間静置して出芽させた.このようにして催芽した種イそを素焼鉢(8号)で育苗した.
育箇土は腐葉土(グ1)，ーン産業(械製)とイネ育苗沼培土(九州エス・エム・シー械製)
混合し，滅菌して用いた.ヤマノイモに対する分離菌の接種は 2通りの方法で行った.
(1) 切離茎を用いた接種試験:PSA平板培地に分離1菌を移植し， 280C，暗黒下で 3日間培養
した菌叢を直筏5mmのコルクボーラーで打ち抜いた.この含菌糸寒天ディスクを接種源として
長さ約 5cmの切離茎の中央に付着させる方法で接撞した.有傷語種の場合は滅菌室十で 1筒所刺
傷した上に接種源を置いた.なお，無傷のもの，あるいは無菌寒天ディスクを置いたものを対
照区とした.このように処置した切離茎を混室状態の暗黒下， 280Cで3日間静置した後，発病
調査を行った.実験は菌株当たり 2~6 反復で、行った.
(2) 鉢植え苗を用いた接種試験:分離菌株をフスマ・パーミキュライト培地[フスマ:パーミ
キュライト:蒸留水 (1: 1 : 3 =w爪f川)]勺こ接種し， 280C，暗黒下で5日間培養した.こ
れを譲種源として鉢当たり 5gを株元に置き，覆土した.このようにして接種した鉢を恒混高
湿接種箱 (27~280C) 内に 1 晩静置後，ガラス室に移した.なお，無菌フスマ・パーミキュラ
イト培地を株元に罷いたものを対燕区とした.発病調査は接種7日後と14日後に行った.実験
は5反復で行った.また，接種14日後，発病組織から定法2)~こより菌の再分離を行った.
5.寄生範囲の輪討
10種の植物(表2)を用いて本菌の搭主範囲の検討を行った.i共試植物の育成は素焼き鉢 (4
号)を用いて行い，播積12日後にと記の2通りの方法に準じて接種した.発病調査は接種3日
後に行った.実験は3反復とした.
表2 然試被物
科 機物(品種・商品名)
マメ ダイズ(早生枝豆)
ナス トマト(附病豆金福寿トマト)
ウ キュウリ(早生節成ふしみどり)
アカザ ホウレンソウ(スプリングホウレンソウ)
キク ヒマワリ
アブ9ラナ ダイコン(時無し)
ゴマ ゴマ
イ ネ オーチャ ドグラス
アオイ オクラ
ヒユ センニチコウ
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結果
1.発生概況
本病は佐賀県鳥栖市の約3aの圃場に発
生した.それまで栽培暦のないところをヤ
マノイモ圃場とするため，同圃場に1998年
1月牛糞堆肥約1.3 t/aを施用した.同年
5月下旬にヤマノイモを定植したのち畝を
ビ、ニールマルチで被覆し，伸長してきた蔓
は図 1-Aのようにネットに這わせた.同
年7月26日，このような圃場に本病の発生
が認められた.被害株の地際部は褐変化し，
病徴の進展したものは株全体が萎凋枯死し
ていた(図1-A， B).また，被害株周囲
の土壌表面には菌核が認められた.しかし，
トルクロホスメチル剤の施用により，同年
8月には被害の進展が終息した.
2.病原菌菌株の分離・形態観察
擢病ヤマノイモの表面に付着した土壌に
混じって菌核が多数形成していた.このよ
うなイモを流水で洗浄し土壌を除去したと
ころ，イモの表面に白色の菌糸東が絡み付
いているのが認められた.イモの表面を含
む組織，菌核および茎の褐変周辺部から菌
の分離を行ったところ，イモ組織片および
菌核から同一種と考えられる糸状菌が高率
に分離された.これらを単菌糸分離して表
lに示した菌株を成立させた.これらの菌
をPSA平板培地に移植し280C下で培養し，
培地上における本菌の性状を調査した.菌
叢は白色で放射状に伸びる気中菌糸に富み，
菌糸の生育が速く， 3 ~ 4日間でシャーレ
図l ヤマノイモ栽培圃場における発病状況
A:催病株の立枯れ， B:擢病株の地際部
表3 PSA培地に形成した菌核の直径(凹) 表4 1次菌糸の隔壁間距離と幅ならびに 3次菌糸の幅 (μm)
菌株 最小値一最大値 (平均値)
A-2-1 0.9-1.9 (1.4) 
菌株
1次菌糸 3次菌糸
隔壁間距離 幅 幅
E-4 -1 1. 0-3.3 (2.1) Ac 1-1 325-435 (403) a) 6.3-10.0(7.9) 2.5-5.0(3.6) 
CR125 1. 0-3.8 (1. 9) A-2 -1 290-475(424) 7.5-11.3(8.8) 3.8-5.0(4.4) 
a)調査個体数は菌株当たり50個 E-4-1 315-465(399) 5.0-8.8(7.1) 2.5-5.0(3.8) 
CR125 370-625(445) NT b) NT 
a)最小値一最大値 (平均値).b)調査せず.
c)観察数:CR125菌株は48例，他の3菌株はいずれも1C例.
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全体に伸長した.また，菌叢表面には多数の菌核形成が認められた.これら菌核は球形ないし
亜球形で，茶褐色から褐色を呈していた(図 2-A).また，培養40日後の菌核の大きさは， A
-2-1菌株がO.8~ 1. 9mm (平均1.4mm)， E -4 -1菌株が1.0~3 . 3mm (平均2.1mm)であっ
た(表3).菌核内部の組織構造は，褐色の外皮，その内側の丸い細胞層および髄部の3層か
らなっていた(図 2-C). また，ダイズ白絹病菌 CR125菌株について菌核の大きさを計測し
たところ，菌核の大きさがぱらつき，ノギ
スでの計測が不可能な小さな菌核も認めら
れたので，これら菌核については顕微鏡下
(40x)で接眼ミクロメータを用いて計測
した.これらの計測結果を統合したところ，
CR125菌株の大きさは1.0~3 . 8凹(平均1. 9
剛)となった(表3). 
分離菌株の菌糸は隔壁を有し， 1次菌糸
の隔壁上部にはクランプコネクションが認
められた(図2-B). 2次菌糸は隔壁の
真下で狭角に分岐し， 1次菌糸に密着して
伸びる傾向が認められた(図2-B). A-
1-1， A-2-1およびE-4-1の3
菌株について， 1次菌糸の隔壁間距離，な
らびに l次菌糸や3次菌糸の幅を計測した
ところ，表4のような数値が得られた.す
なわち，これらヤマノイモ分離菌株はどれ
もl次菌糸の細胞が著しく長く，また，幅
も太いことが明らかとなった.また，ダイ
ズ白絹病菌 (CR125)についても l次菌糸
の隔壁間距離を計測し表4に示した.
3.分離菌株の生育温度
ヤマノイモから分離した2菌株について，
PDA培地上における所定温度下での生育
を調査した.結果は図3に示したとおりで
ある . 供試分離株はいずれも1O~35"Cで生
育し，生育最適温度は25~300Cの間にある
と思われた.
4.分離菌株のヤマノイモに対する接種試験
分離菌株の含菌糸寒天 (PSA)ディスク
をヤマノイモの切離茎に付着させる方法で
接種した.結果の l例を図4-Aに示した.
ヤマノイモ分離株は3菌株とも，有傷接種，
無傷接種のいかんを問わず，ヤマノイモ切
離茎に病原性反応を示した(表5).すな
C 
図2 擢病ヤマノイモから分離された菌株の形態
A PSA培地上の培養菌叢および菌核.
B 1次菌糸の隔壁部に形成されたクランプコ
ネクションおよび2次菌糸の分岐.
c 菌核の断面.
告書86号 (2001) 佐賀大学農学部会報62 
~ }音義3日目
仁コ培養28釘
100 
60 
20 
40 
80 
40'C 
ヤマノイモ分離株の各温度下での生宵
カラムは左がA-1 1菌株，右がA-2-1菌株.直径
9cmPDA平板上，暗黒下2 3日間培養後の一箇叢直径(cm).
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ヤマノイモ切離茎に対する接種試験
接種方法
無傷 有傷
接種源
(菌株)
表5
処理
ヤマノイモ苗に対する接種試験
調査(接種後日数)
7日後 14日後
A-2 -1 5.26 十 a) ++可
A-2 1 5.26 +十+可
A-2 1 5.26 + 十 不可
A-2叩 1 5.27 十 士 不可‘
A-2 -1 5.27 +十町
無接種 5.26 一 一 不可
a) + :池際菜部が褐変化し，菌核形成多数.十+:地際茎部
の褐色が著しく， 下喜善の枯死を伴う.菌核形成多数.
士地下茎部の褐変程度カf軽い.
8/8 
8/8 
8/8 
8/12 
0/4 
0/4 
磁の
再分離
接種月日
接種源
(菌株)
吉本
????
4/4 
4/4 
4/4 
5/6 
0/2 
0/2 
わち，接種2日後から茎の接種部{立が
赤褐色に変色し，茎表面には蕗糸の生
長が認められた.なお，対照区には上
記のような病斑が形成されなかった
(表5).同様の接種試験をダイズ白
絹病菌 (CR10l)を用いて行ったとこ
ろ，本菌も有傷接稜毘で病原性と思わ
れる反応が認められた(図 4-A，表
5) .さらに分離菌のヤマノイモに対
する病原性の有無を吟味するため，ヤ
マノイモ分離菌株の中から 1菌株 (A
2 1)を選び¥鉢横えのヤマノイ
モ苗に対する接種試験を行った.接種
7日後にヤマノイモの地際茎部に褐変
を生じ，さらに下葉の葉柄が黒褐色に
変色して下葉が離脱するなどの病被も
観察された(表6，関5-A).また，
接撞14日後にヤマノイモ苗を抜き取り
地下部を調査したところ，地際部から
根にかけて顕著な褐変化が認められた
(図5-B).褐変化した地下部組織
から定法2)により菌の分離を行ったと
ころ，接種菌と同様の菌が:再分離され
4/4 a) 
4/4 
4/4 
3/6 
0/2 
0/2 
A-1 -1 
A-2司 l
E-4 -1 
CR101 
無菌 PSA
無接種
a)発病株/接種株.
接種
対照
表6
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図4 ヤマノイモ分離菌株 (A-2 -1)およびダイズ白絹病菌株 (CRIOl)の接種に
対する切離茎・葉の反応、
A:ヤマノイモ切離茎における反応.1-有傷のみ， 2一無菌糸寒天の無傷接
稜 3一無菌糸寒天の有傷接種 4一CRIOl菌株の有傷接種，5 -CRlOl菌
株の無傷接種， 6， 7-A-2-1菌株の有傷，接種， 8， 9-A-2-1 
菌株の無傷接種.
B:ダイズ切離葉における反応.左は Aー 2-1菌株接種，右は対照.
C:キュウリ切離葉における反応.左はA-2-1菌株接種，右は対照
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図5 ヤマノイモ分離菌株の接種によるヤマノイモ苗の反応
A: A-2-1菌株接種によるヤマノイモ地際部の反応と菌核形成.
B: A-2-1菌株接種に対するヤマノイモの地際部 ・根の反応.
l 対照， 2， 3 接種区
草場・松郎・佐藤・田中・八重擦:ヤマノイモに発生した白絹病 65 
た.なお，無接種の対照区からは菌が分離されなかっ
た.一方， CR125菌株接種誌では地際茎部に軽度の
褐変化は見られたものの ヤマノイモ分離菌接種区
のような明瞭な病}京性反応は認められなかった.
5圃宿主範囲
ヤマノイモ分離株 (A-2 -1)の植物10種に対
する病原性反J;tを調査した.本菌の含菌糸寒天
(PSA)ディスクを切離葉に接覆した結果，接種2
日後には全ての供試植物葉に赤褐色の病斑が形成さ
れ，葉表面には菌糸の伸長が観察された(表7，国
4 -B， C). また，ヤマノイモの切離葉に対しでも
同様の譲種を行ったところ，接種2日後に 3反復の
全てで病原性が確認された.さらに鉢植え植物に対
する接種実験をあわせて行った.その結果，接種3
表7 10種類の植物に対する接種試験
{共試植物
接種対象および接種源a)
切離一葉 鉢育商積物
ダイズ 3/3 b) 2/2 
トマト 3/3 2/2 
キュウリ 3/3 2/2 
ホウレンソウ 3/3 2/2 
ヒマワリ 3/3 2/2 
ダイコン 3/3 2/2 
ゴマ 3/3 2/2 
オーチヤードグラス 3/3 2/2 
オクラ 3/3 2/2 
センニチコウ 3/3 2/2 
a)接種菌株(A-2 -1)を切離葉には含磁糸
寒天ディスク日占付接種，鉢青苗横物にはフス
マ・パーミキュライト培地培養菌の株元接種.
b)発病株/按穏株.
日後には10種の供試植物の全てが立枯れ症状を呈した(表7).このことから，ヤマノイモ分
離菌株 (A-2 -1)はこれら10種の植物の全てに病原性を有すると判!析した.
考 察
ヤマノイモから分離された菌株の形質を既報の S.ro(fsiiのデータと比較した結果が表8であ
る.ヤマノイモ分離株の 1次菌糸の隔接関距離がMordue(1974) 4)のそれよりも長いと思われ
るが，S.ro供iと同定されたダイズ自絹病菌株CR125もI次菌糸の隔壁間距離は最大舘625μm
(平均445μm)と有意に長く，これら計測値の差異は測定方法の違いによるものと推察される.3
次菌糸のI隔の差異についても同様のことが考えられる.このようにヤマノイモ分離菌と Mordu巴
(1974)4¥の記載との聞には，…部違いは見られるものの，両者の形質はほぼ一致すると考えら
れた.加えて，本接種実験の結果，ヤマノイモ分離菌の原植物に対する病原性が確認され，病
変部から接種菌が再分離されることが明らかとなった.以上のことから，本菌を Scl伽tωliωumηtroりlがf-乙
表8 際病ヤマノイモ分離株と成幸liSclerotiul1ョm約iとの形愛比較
形質 擢病ヤマノイモ分離株 Scle rotium rolfsi 
A-2-1 
菌叢 白色，気中菌糸束多
l次菌糸長さ ~475μm/絢i胞
中高 7.5-11. 3μm 
クランプコネクション有り
隔壁直下より分校
2次繭糸 1次菌糸に密養伸長
3次i事糸幅 3.75-5ト1m
クランプコネクション無し
1細胞短く公角分校
蕗核 褐色立E球形平滑
直径 0.8-1. 9mm 
生育激度 1O-35t: (最適:25-30"C) 
白色，気中菌糸東多
長さ 350μm/細胞
中高 4.5-9μm 
クランプコネクション有り
隔壁直下より分校
l次繭糸に密着仲良
中高 1. 5-2μm 
クランプコネクション無し
1細胞短く公角分校
褐色亜球形平滑
直径 1-2mm 
8 -40t: (最適:25-35t:) 
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siI Saccardoと同定した.これまで同曹によるヤマノイモの病害は未報告であるのでぺ本病を
新病害として，ヤマノイモ白絹病と呼ぶことを提案する.
本ヤマノイモ分離株は接種実験により全ての供試植物に病原性を示した. しかし，これら植
物の中にはホウレンソウ，ダイコン，オクラおよびセンニチコウなど本病の自然発生が未報告
のものも含まれている5，6) これら植物の野外における発病が未確認なだけで，実際には自然発
生の可能性があるのかもしれない.このことについては今後さらに調査する必要がある.
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描 要
1998年7月，佐賀県鳥栖市のヤマノイモ栽培開場に立枯れ症状の病害が発生した.被害株の
地際部が褐変し，地下の多肉根表面に白色の菌糸束および褐色粟粒状の菌核が認められた.地
下部組織片および菌核から糸状菌が分離された.分離菌の菌叢は白色で気中菌糸に富み，褐色
夜球形の菌核を多数形成した.菌核の直佳は，菌株により多少異なるが， O.8-1.9mm(平均2.1
mm)で，内部構造は外皮，皮層部，髄部の 31醤からなっていた. 1次菌糸の隔壁間距離475!lm，
幅7.5-11.3μmで，隔壁部にクランプコネクシヨンが認められた. 2次菌糸は隔壁の真下で
分岐した.本菌は10-350Cで生育し，生育最適温度は25-300Cであった.本;菌の原植物への接
種により同様の病徴が再現し，発病株から接種菌が再分離された.以上のことから，本商を Scle-
rotium rolfsii Saccardoと同定した.本菌によるヤマノイモの発病はこれまで報告がないので，
本病を新病害と認め，ヤマノイモ白絹病と呼ぶことを提案する.
引用文献
1.草場蒸章 他 (1999).ヤマイモに発生した白絹病(新称)について.日植病報.65， 643 (講要).
2.明日山秀文 他編 (1962).植物病現実験法.日本植物防疫協会e 東京.pp.843. 
3.大畑:賞会 他編 (1995).作物病原菌研究技法の基礎.日本植物i坊疫協会.東京.p.311-313. 
4. Mordue， J.E.M.(1974). Corticium ro(fsi. CMI description of pathogenic fungi and bacteria. CommonweaIth Myco 
logicaI Institute. Kew， No.41 O.
5. 日本植物病理学会編 (2000). 日本1漬物病名呂録 日本柄物紡疫協会.東京.pp.857. 
6.岸閥平編(1998).日本植物病答大事典.全閣農村教育協会.東京.pp.1276. 
